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https://www.glico.com/jp/ 

2019年 8月 26日 
 

 

「カフェオーレ」ブランド初となる機能性表示食品のシリーズ新発売 

『カフェオーレ ゆるリセット・ゆるリリース １８０ｍｌ』 

『マイルドカフェオーレ ゆるリセット ５００ｍｌ』 
世の中の健康志向の高まりに応えた、からだ想いのコーヒー乳飲料 

 
 
 

江崎グリコ株式会社は、発売から今年で４０周年を迎えるロング 

セラー商品「カフェオーレ」に、健康機能を付与した新たなシリーズ 

『カフェオーレ ゆるリセット １８０ｍｌ』、『カフェオーレ ゆるリリース 

１８０ｍｌ』、『マイルドカフェオーレ ゆるリセット ５００ｍｌ』の３種類を、 

９月２日（月）から全国で販売開始いたします。 
（左から『カフェオーレ ゆるリセット １８０ｍｌ』、『カフェオーレ ゆる 

リリース １８０ｍｌ』、『マイルドカフェオーレゆるリセット ５００ｍｌ』） 

 
「カフェオーレ」は１９７９年の発売以来、コーヒー乳飲料のパイオニアとして永きにわたり、多くの方々に

親しまれてきました。仕事や家事などで疲れている時に飲むことで、「カフェオーレ」の豊かなコクとやさし

い甘さが心身に癒しを与えます。 

 

今回、その「カフェオーレ」に健康機能を付与した新シリーズが誕生しました。『カフェオーレ ゆるリセット』

は、食後の血中中性脂肪や血糖値上昇を抑える機能があるとされる“難消化性デキストリン”（食物繊維）

を配合し、また、『カフェオーレ ゆるリリース』は、一時的な精神的ストレスの緩和機能があるとされる

“GABA（ギャバ）”（γ-アミノ酪酸）を配合しています。 

 

当社は、これからも「カフェオーレ」ブランドを通して、お客様に「おいしさと健康」をお届けしてまいります。 

 

「カフェオーレ」紹介サイト：http://www.cafeore.jp/info/ 

 
 

 

 

 

≪お客様のお問い合わせ先≫ 
 

グリコお客様センター 

（フリーダイヤル）0120-141-369 

受付時間 月～金 9：00～18：30 

 

http://www.cafeore.jp/info/
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■ 新商品紹介 
 

商 品 名 

カフェオーレ 

ゆるリセット 

１８０ｍｌ 

カフェオーレ 

ゆるリリース 

１８０ｍｌ 

マイルドカフェオーレ 

ゆるリセット 

５００ｍｌ 

商 品 画 像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商 品 特 長 

 

・ 食後の血中中性脂肪や

血糖値上昇を抑える機

能があるとされる食物

繊維“難消化性デキスト

リン”を５ｇ使用した機能

性表示食品。 
 

・ 挽きたてのドリップコー

ヒーと、ミルクをバランス

よくブレンドし、すっきり

とした味わいに仕上げ

ました。 

 

・ 一時的な精神的ストレス

の緩和機能があるとさ

れるアミノ酸“GABA”を

２８ｍｇ使用した機能性

表示食品。 
 

・ 挽きたてのドリップコー

ヒーと、ミルクをバランス

よくブレンドし、まろやか

でコクのある味わいに仕

上げました。 

 

・ 食後の血中中性脂肪や

血糖値上昇を抑える機

能があるとされる食物繊

維“難消化性デキストリ

ン”を５ｇ使用した機能性

表示食品。 
 

・ 挽きたてのドリップコーヒ

ーと、ミルクをバランスよ

くブレンドし、飲みごたえ

はありつつも、すっきりと

した味わいです。 

挽きたてドリップコーヒーと生乳を使用したミルクを合わせた、からだ想いのカフェオーレ 

発 売 日 ２０１９年９月２日 

希 望 小 売 

価 格 
１２９円（税抜） １４１円（税抜） 

 

【本品の届出内容】 
 

 

『カフェオーレ ゆるリセット』 

『マイルドカフェオーレ ゆるリセット』 
 

 

『カフェオーレ ゆるリリース』 
 

〈機能性表示食品〉 〈機能性表示食品〉 

届出表示：本品には難消化性デキストリン（食物

繊維）が含まれます。難消化性デキストリンには、

同時に摂取した脂肪や糖の吸収を抑え、食後の

血中中性脂肪や血糖値上昇を抑える機能がある

ことが報告されています。 

届出表示：本品にはγ-アミノ酪酸が含まれます。 

γ-アミノ酪酸には、事務的な作業による、一時的

な精神的ストレスの緩和機能があることが報告さ

れています。 

・本品は、特定保健用食品と異なり、消費者庁官による個別審査を受けたものではありません。 

・本品は、疾患の診断、治療、予防を目的としたものではありません。 

・食生活は、主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを。 
 

 


